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ン
ト
と
し
て
、①
口
腔
ケ
ア
に
よ
る

汚
染
物
・
汚
染
水
の
水
洗
、回
収（
吸

引
）を
意
識
し
た
口
腔
ケ
ア
が
重

要
、②
保
湿
剤
が
細
菌
の
温
床
に
な

る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
、③
徹
底
し

た
水
洗
・
吸
引
を
行
う
口
腔
ケ
ア
を

1
日
1
回
行
う
と
、ほ
ぼ
1
週
間

程
度
で
口
腔
内
細
菌
量
に
変
化
が

み
ら
れ
る
こ
と
を
指
摘
し
ま
し
た
。

そ
の
う
え
で
、誤
嚥
性
肺
炎
予
防
を

目
的
と
し
た
口
腔
ケ
ア
は
決
し
て

ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
の
延
長
上
に
有
る

も
の
で
は
な
い
こ
と
、口
腔
ケ
ア
は

「
い
か
に
綺
麗
に
す
る
か
？
」で
は

な
く「
い
か
に
汚
染
物
を
回
収
す
る

か
」に
着
目
し
た
ケ
ア
が
必
要
で
あ

る
こ
と
、歯
牙
、粘
膜
、義
歯
そ
れ
ぞ

れ
に
対
す
る
効
果
的
口
腔
ケ
ア
手

技
の
再
考
が
必
要
で
あ
る
と
強
調

し
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、「
口
腔
ケ
ア
の

現
在
の
状
況
な
ど
を
知
れ
て
よ

か
っ
た
」「
分
か
り
や
す
く
参
考
に

な
り
ま
し
た
」な
ど
の
感
想
が
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
。

フ
レ
イ
ル
予
防
、重
症
化
予
防
へ
の

対
応
が
必
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

口
腔
健
康
管
理
は
、①
口
腔
機
能

管
理
、②
口
腔
衛
生
管
理
、③
口
腔

ケ
ア
の
3
つ
に
分
類
さ
れ
ま
す
。①

口
腔
機
能
管
理
は
、咀
嚼
機
能
を
含

め
た
低
下
し
た
口
腔
機
能
の
回
復

を
行
い
、歯
科
衛
生
士
が
摂
食
嚥
下

機
能
の
回
復
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
な

ど
を
行
う
こ
と
で
す
。②
口
腔
衛
生

管
理
は
、口
腔
清
掃
を
含
む
口
腔
環

境
の
改
善
な
ど
口
腔
衛
生
に
か
か

わ
る
行
為
で
す
。歯
科
衛
生
士
が

プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
ケ
ア
の
主

体
を
担
い
ま
す
。③
口
腔
ケ
ア
は
、

口
腔
清
掃
や
嚥
下
体
操
指
導
な
ど

食
事
へ
の
準
備
な
ど
で
す
。多
職
種

と
連
携
し
、歯
科
衛
生
士
が
助
言
・

指
導
や
実
践
を
行
う
こ
と
が
必
要

で
す
。口
腔
健
康
管
理
は
、歯
科
衛

生
士
が
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
お

り
、歯
科
の
連
携
に
お
い
て
は
キ
ー

パ
ー
ソ
ン
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

講
師
は
、口
腔
内
衛
生
状
況
が
極

端
に
悪
い
方
の
口
腔
ケ
ア
の
ポ
イ

効果的な口腔ケアを学ぶ効果的な口腔ケアを学ぶ
―超高齢社会に対応した口腔健康管理を――超高齢社会に対応した口腔健康管理を―

療
で
必
要
と
さ
れ
る
歯
科
衛
生
士

の
視
点
︱
高
齢
者
心
身
機
能
低
下

の
口
腔
健
康
管
理
と
保
健
指
導
︱
」

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

超
高
齢
社
会
の
現
在
、医
療
・
介

護
現
場
で
は
疾
患
の
治
療
の
み
な

ら
ず
、生
活
機
能
の
低
下
を
可
能

な
限
り
少
な
く
す
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。高
齢
者
で
は
、心

身
機
能
の
低
下
に
合
わ
せ
て
口
腔

機
能
の
低
下
が
認
め
ら
れ
、口
腔
機

能
を
維
持
・
向
上
す
る
こ
と
で
生
活

の
質
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
課
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。こ
の
よ
う
な
背
景

か
ら
、歯
科
医
療
で
は
、高
齢
者
の

心
身
機
能
の
低
下
を
考
慮
し
対
応

す
る
こ
と
、食
事
摂
取
を
は
じ
め
と

し
た
口
腔
機
能
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

ト
す
る
こ
と
、運
動
・
栄
養
・
口
腔
の

3
つ
の
視
点
で
の
ア
プ
ロ
ー
チ
で

　

9
月
13
日（
日
）、協
会
は
糸
田
昌

隆
先
生（
大
阪
歯
科
大
学
医
療
保

健
学
部
口
腔
保
健
学
科
教
授
、大
阪

歯
科
大
学
付
属
病
院
口
腔
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科
科
長
）を
講
師
に

迎
え
、標
記
セ
ミ
ナ
ー「
高
齢
者
医
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9
月
9
日（
土
）、協
会
は
保
団
連

事
務
局
の
山
田
祐
也
氏
を
講
師
に
、

医
科
オ
ン
ラ
イ
ン
セ
ミ
ナ
ー『「
公

費
負
担
医
療
等
の
手
引
」入
門
～
効

率
的
な
公
費
制
度
の
理
解
の
ポ
イ

ン
ト
～
』を
開
催
し
ま
し
た
。

　

公
費
負
担
医
療
制
度
は
対
象
患

者
の
窓
口
負
担
金
の
一
部
ま
た
は

全
部
を
公
費（
税
金
）で
負
担
す
る

制
度
で
す
。今
回
の
セ
ミ
ナ
ー
で

は
、給
付
内
容
や
請
求
方
法
が
制
度

ご
と
に
異
な
り
複
雑
怪
奇
と
も
称

さ
れ
る
公
費
負
担
医
療
制
度
に
つ

い
て
、医
療
機
関
で
取
り
扱
う
機
会

が
多
い
も
の
を
中
心
に
要
点
を
解

説
し
ま
し
た
。

　

公
費
負
担
医
療
制
度
に
は
、優
先

順
位
が
設
け
ら
れ
て
お
り
、①
単
独

で
支
給
す
る
公
費（
戦
傷
病
者
等
）、

②
医
療
保
険
、③
公
費
負
担
医
療
、

④
生
活
保
護
、⑤
自
治
体
公
費
の
順

に
適
用
さ
れ
ま
す
。

　

は
じ
め
に
対
象
患
者
来
院
時
の

窓
口
対
応
に
関
す
る
注
意
点
と
し

て
、受
給
者
証
の
記
載
内
容
の
確
認

事
項
に
つ
い
て
説
明
。受
給
者
証
の

多
く
は
発
行
さ
れ
た
都
道
府
県
内

で
の
み
有
効
と
な
っ
て
お
り
、他
県

で
受
診
し
た
場
合
は
原
則
償
還
払

い
と
な
り
ま
す
。ま
た
、一
部
の
制

度
は
受
給
者
証
に
記
載
さ
れ
た
医

療
機
関
の
み
有
効
で
あ
る
た
め
、対

象
患
者
の
来
院
時
に
は
自
院
が
対

象
医
療
機
関
で
あ
る
か
を
確
認
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。た
だ
し
、難

病
と
小
児
慢
性
特
定
疾
病
の
医
療

費
支
援
に
つ
い
て
は
、昨
年
5
月
に

「
令
和
3
年
の
地
方
か
ら
の
提
案

等
に
関
す
る
対
応
方
針
」に
基
づ
き

都
道
府
県
の
判
断
で「
○
○
県
の
指

定
医
療
機
関
」の
よ
う
に
包
括
的
な

記
載
を
可
能
と
す
る
省
令
が
発
出

さ
れ
た
た
め
、受
給
者
証
の
記
載
内

容
が
変
更
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

　

続
い
て
高
額
療
養
費
制
度
に
つ

い
て
解
説
。医
療
保
険
の
一
部
負
担

金
の
合
計
が
一
定
額
に
達
す
る
と

超
過
金
額
分
が
現
物
給
付
も
し
く

は
償
還
さ
れ
る
当
該
制
度
は
、患
者

の
年
齢
に
よ
っ
て
所
得
区
分
や
自

己
負
担
限
度
額
の
基
準
が
異
な
り

ま
す
。70
歳
未
満
の
患
者
や
70
歳

以
上
の
一
部
の
所
得
区
分
の
患
者

が
現
物
給
付
を
受
け
る
場
合
は
、限

度
額
適
応
認
定
証
等
の
提
示
ま
た

は
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
に
よ
る

認
定
証
情
報
の
取
得
が
必
要
と
な

り
ま
す
。

　

講
演
で
は
そ
の
ほ
か
、生
活
保
護

や
更
生
医
療
、原
爆
医
療
の
給
付
内

容
等
に
つ
い
て
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

　

公
費
負
担
医
療
制
度
や
高
額
療

養
費
制
度
は
患
者
の
経
済
的
負
担

を
軽
減
す
る
策
で
あ
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
、仕
組
み
の
複
雑
さ
ゆ
え
に

支
給
申
請
の
ハ
ー
ド
ル
を
高
め
て

し
ま
っ
て
い
る
実
態
が
あ
り
ま
す
。

講
師
は
お
わ
り
に
、手
引
を
活
用
し

制
度
を
読
み
解
く
こ
と
で
誰
も
が

安
心
し
て
必
要
な
医
療
を
受
け
ら

れ
る
よ
う
患
者
さ
ん
に
制
度
の
周

知
を
は
か
っ
て
ほ
し
い
と
語
り
ま

し
た
。

　

協
会
で
は
、全
て
の
公
費
負
担

医
療
制
度
や
各
種
健
康
保
険
の
諸

給
付
な
ど
を
掲
載
し
た「
公
費
負
担

医
療
等
の
手
引
」を
発
刊
し
て
い
ま

す
。ぜ
ひ
日
常
業
務
に
お
役
立
て
く

だ
さ
い
。

公費負担医療等の手引
2023年7月版発行

ご注文いただいた会員の先生には
1冊無料分をお送りします（2冊目
以降は有料（5,000円）です）。

「公費負担医療等の手引」
を活用して複雑な制度を
読み解こう
窓口対応やレセプト記載のポイントを解説

　

1
9
6
0
年
代
後
半
に
欧
米
先
進
国
の
高
度

経
済
成
長
時
代
が
終
わ
り
、景
気
停
滞
と
物
価

上
昇
の
ス
タ
グ
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
な
っ
た
。政
府

の
財
政
赤
字
の
深
刻
な
累
積
、福
祉
国
家
、官
僚

主
義
は
非
効
率
性
が
問
題
と
な
り
、英
国
サ
ッ

チ
ャ
ー（
1
9
7
9
年
）、米
国
レ
ー
ガ
ン
政
権

（
1
9
8
1
年
）を
皮
切
り
に
、構
造
改
革
、規
制

緩
和
、民
営
化
を
軸
と
す
る「
小
さ
な
政
府
」の
改

革
が
始
ま
っ
た
。日
本
で
も
1
9
8
1
年
、オ
イ

ル
シ
ョ
ッ
ク
を
機
に
発
出
さ
れ
た
土
光
臨
調
に

よ
る
行
政
改
革
以
来
、日
本
専
売
公
社
、日
本
電

信
電
話
公
社
、日
本
国
有
鉄
道
の
民
営
化
な
ど
の

新
自
由
主
義
的
な
政
策
転
換
が
進
め
ら
れ
て
き

た
。そ
し
て
小
泉
政
権
も
、新
自
由
主
義
改
革
を

推
進
し
、構
造
改
革
、規
制
緩
和
を
強
引
に
推
し

進
め
、郵
政
民
営
化
や
社
会
保
障
費
、医
療
費
の

抑
制
な
ど
を
断
行
し
た
。

　

1
9
9
0
年
代
初
頭
に
バ
ブ
ル
が
は
じ
け
て

低
成
長
時
代
に
入
っ
た
日
本
は
、大
企
業
・
多
国

籍
企
業
が
活
動
し
や
す
い「
グ
ロ
ー
バ
ル
国
家
」

に
向
け
た
行
政
改
革
に
踏
み
切
っ
た
。2
0
1
4

年
に
日
本
創
生
会
議
が「
自
治
体
消
滅
」論
を
発

表
し
、2
0
4
0
年
に
は
全
国
の
半
数
の
自
治
体

が
消
滅
す
る
可
能
性
が
あ
る
と
し
た
。そ
れ
を
根

拠
に
安
倍
政
権
は
、人
口
減
少
と
東
京
一
極
集

中
の
是
正
を
大
義
名
分
と
し
た「
地
方
創
生
」を

策
定
し
た
が
上
手
く
い
っ
て
い
な
い
。そ
こ
で
、

2
0
1
8
年
に
地
方
広
域
統
治
政
策
で
あ
る「
自

治
体
戦
略
2
0
4
0
構
想
」を
、デ
ジ
タ
ル
化
を

梃
に
推
進
し
、人
口
が
減
る
こ
と
を
理
由
に
病
院

の
再
編
統
廃
合
を
推
進
し
て
い
る
が
、こ
れ
は
新

た
な
周
辺
切
り
捨
て
、広
域
化
政
策
で
あ
り
、コ

ロ
ナ
禍
の
医
療
崩
壊
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

　

府
中
北
市
民
病
院
は
、
旧
甲
奴
郡
、
神
石
郡

中
山
間
医
療
過
疎
地
域
の
唯
一
外
科
的
手
術
が

出
来
る
救
急
告
示
病
院
と
し
て
長
年
地
域
住

民
の
命
と
暮
ら
し
を
守
っ
て
き
た
。
し
か
し
、

2
0
1
2
年
に
、赤
字
と
医
師
不
足
を
理
由
に

J
A
府
中
総
合
病
院
に
、「
公
立
病
院
改
革
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
」を
利
用
し
て
、地
域
の
実
情
に
合
わ

な
い
状
態
で
再
編
統
合
さ
れ
た
。1
1
0
床
の
病

院
が
60
床
に
縮
小
さ
れ
、7
名
の
常
勤
医
師
が
3

名
ま
で
リ
ス
ト
ラ
さ
れ
た
。命
と
健
康
の
保
障
が

無
く
な
り
暮
ら
し
も
脅
か
さ
れ
る
地
域
住
民
は
、

2
0
0
8
年
に
地
域
医
療
を
守
る
会
を
結
成
し

て
、今
日
に
至
る
ま
で
15
年
間
草
の
根
の
住
民
運

動
を
継
続
し
て
い
る
。病
院
は
存
続
し
て
い
る

が
、赤
字
と
医
師
不
足
の
解
消
は
11
年
経
過
し
て

も
達
成
さ
れ
て
い
な
い
。ま
た
、地
方
独
立
行
政

法
人
化
さ
れ
た
た
め
地
域
住
民
の
声
が
届
き
に

く
く
な
っ
て
い
る
。

　

2
0
2
2
年
11
月
16
日
、広
島
県
は「
地
域
医

療
構
想
」に
基
づ
く「
高
度
医
療
・
人
材
育
成
拠
点

基
本
構
想（
新
病
院
構
想
）」を
発
表
し
た
。そ
の

目
的
は
、県
民
に
質
の
高
い
医
療
を
提
供
す
る
こ

と
と
、首
都
圏
に
若
手
医
師
が
流
出
す
る
こ
と
を

防
ぎ
、全
国
の
若
手
医
師
を
惹
き
つ
け
る
た
め
の

高
度
・
先
進
医
療
の
提
供
と
医
療
人
材
を
確
保
す

る
と
さ
れ
て
い
る
。さ
ら
に
、中
山
間
地
域
を
含

む
医
師
の
偏
在
解
消
を
図
る
た
め
で
も
あ
る
。病

床
数
1
0
0
0
床
程
度
の
新
病
院
を
設
立
し
て

2
0
3
0
年
に
開
院
す
る
。し
か
し
、当
計
画
は

病
床
削
減
に
連
動
し
て
医
師
偏
在
対
策
と
働
き

方
改
革
を
行
う
三
位
一
体
の
地
域
医
療
構
想
で

あ
り
、同
じ
2
次
医
療
圏
内
で
周
辺
に
な
っ
た
地

域
の
医
療
機
関
の
人
員
は
結
果
的
に
削
減
さ
れ

る
。す
な
わ
ち
、県
立
広
島
病
院
診
療
圏
域
は
高

齢
者
が
多
い
島
嶼
部
を
含
む
広
域
と
な
っ
て
お

り
、移
転
後
も
肺
炎
、心
不
全
、骨
折
、腹
痛
、脳
梗

塞
、熱
中
症
と
い
っ
た
一
般
的
な
病
気
や
怪
我
で

入
院
治
療
が
出
来
る「
住
民
の
命
を
守
る
病
院
」

の
存
在
が
不
可
欠
で
あ
る
。

　

広
島
県
と
の
懇
談
で
は
、南
区
は
2
0
3
0
年

県
立
広
島
病
院
移
転
後
に
は
、7
2
6
床
の
広
島

大
学
病
院
を
除
く
と
一
般
の
病
気
や
怪
我
で
入

院
治
療
が
出
来
る
一
般
病
床
が
わ
ず
か
3
8
6

床
に
な
る
た
め
地
域
住
民
の
命
の
保
障
が
無
く

な
る
こ
と
を
強
く
訴
え
た
。そ
し
て
、病
院
が
無

く
な
る
地
域
の
医
療
へ
の
ア
ク
セ
ス
状
況
の
調

査
が
必
要
で
あ
る
こ
と
、ま
た「
地
域
住
民
の
命

を
守
る
病
院
」を
確
保
す
る
た
め
、今
後
広
島
県

と
地
域
住
民
・
関
係
者
で
情
報
交
換
・
意
見
交
換

が
で
き
る「
広
島
県
立
病
院
跡
地
活
用
推
進
協
議

会
」が
必
要
で
あ
る
こ
と
も
強
く
訴
え
た
。政
府

の「
地
域
医
療
構
想
」の
真
の
目
的
を
理
解
し
、地

域
医
療
が
守
ら
れ
る
病
院
再
編
統
合
計
画
に
改

善
さ
れ
る
こ
と
を
強
く
求
め
る
。

主　張
「
地
域
医
療
構
想
」の
真
の
目
的
を
知
り
、地
域
医
療

が
守
ら
れ
る
病
院
再
編
統
合
計
画
を
求
め
る
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命の海を

原発よりも

155

『
使
用
済
み
核
燃
料
』は
、50
年
先
の
安
全
も
保
証

さ
れ
ぬ『
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
』

　
元
越
前
市
議
会
議
員
　
山
崎
　
隆
敏

　

上
関
の
み
な
さ
ん
は
、使
用
済

み
核
燃
料
の
貯
蔵
期
間
50
年
の
約

束
は
守
ら
れ
る
と
お
考
え
な
の
で

し
ょ
う
か
。青
森
県
む
つ
市
が
関
電

の
使
用
済
み
燃
料
を
拒
否
し
た
の

は
、そ
れ
が「
中
間
」と
は
名
ば
か
り

で
永
久
貯
蔵
に
な
る
と
理
解
し
た

か
ら
で
す
。現
在
わ
が
国
は
原
爆

材
料
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
を
46
ト
ン
も

保
有
し
て
お
り
、原
子
力
委
員
会

は
2
0
1
8
年
に「
保
有
プ
ル
ト
ニ

ウ
ム
量
が
減
ら
な
い
限
り
、六
ヶ
所

再
処
理
工
場
を
操
業
さ
せ
な
い
方

針
」へ
と
転
換
し
ま
し
た
。そ
の
た

め
、更
田（
前
）規
制
委
員
長
も「
使

用
済
み
燃
料
を
む
つ
市
か
ら
再
処

理
工
場
へ
搬
出
で
き
な
い
ま
ま
保

管
容
器
の
寿
命
50
年
が
過
ぎ
て
し

ま
う
こ
と
を
恐
れ
」た
の
で
す
。ま

た
六
ケ
所
村
は
、英
仏
で
再
処
理

さ
れ
た「
ガ
ラ
ス
固
化
体
・
高
レ
ベ

ル
放
射
性
廃
棄
物
」約
3
0
0
0

本
を
30
～
50
年
の
暫
定
保
管
の
約

束
で
受
け
入
れ
ま
し
た
が
、28
年

を
過
ぎ
た
今
も
約
束
が
果
た
さ
れ

る
見
通
し
は
立
っ
て
い
ま
せ
ん
。

核
燃
料
サ
イ
ク
ル（
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム

の
増
殖
と
リ
サ
イ
ク
ル
）が
破
綻

し
た
現
在
、使
用
済
み
核
燃
料
は

10
万
年
先
ま
で
の
安
全
を
誰
も
保

証
す
る
こ
と
の
で
き
ぬ
高
レ
ベ
ル

放
射
性
廃
棄
物
な
の
で
す
。

　

さ
て
、日
本
の
使
用
済
み
燃
料

の
保
管
容
器
は
、中
性
子
遮
へ
い

材
に
エ
ポ
キ
シ
樹
脂
を
用
い
ま
す

が
、運
用
開
始
か
ら
40
～
50
年
後

に
は
、中
性
子
照
射
に
よ
っ
て
樹
脂

が
減
損
し
極
め
て
深
刻
な
状
態
に

な
る
で
し
ょ
う
。燃
料
棒
被
覆
管
が

破
裂
崩
壊
す
れ
ば
燃
料
集
合
体
を

キ
ャ
ス
ク
か
ら
取
り
出
せ
ず
、中
性

子
遮
蔽
材
の
劣
化
で
接
近
作
業
も

行
え
な
く
な
り
ま
す
。さ
ら
に
、密

封
容
器
が
破
損
す
れ
ば
放
射
能
が

外
に
漏
れ
出
し
ま
す
。

　

1
9
9
7
年
に
私
は
極
東
の
原

潜
基
地
の
町（
閉
鎖
都
市
）を
訪
ね

ま
し
た
。60
年
代
に
建
設
さ
れ
た

使
用
済
み
核
燃
料
の
保
管
施
設
か

ら
放
射
能
が
湾
内
に
漏
れ
だ
す
事

故
が
二
度
起
き
て
お
り
、私
は
そ

れ
を
日
本
へ
の
警
鐘
と
受
け
止
め

た
か
ら
で
す
。し
か
し
私
は
帰
国

後
す
ぐ
に
、東
海
村
に
あ
る
動
燃

事
業
団
の
ウ
ラ
ン
廃
棄
物
の
貯
蔵

庫
内
が
放
射
性
物
質（
濃
度
基
準

の
1
万
倍
）で
汚
染
さ
れ
て
い
た

こ
と
を
知
り
ま
し
た（
朝
日
新
聞

1
9
9
7
年
8
月
27
日
）。貯
蔵
庫

は
30
年
前
に
建
て
ら
れ
た
も
の
で

す
が
、す
で
に
15
年
前
か
ら
貯
蔵

ピ
ッ
ト
内
に
雨
水
が
浸
水
し
て
い

た
も
の
の
、茨
城
県
と
東
海
村
へ

の
報
告
は
な
か
っ
た
そ
う
で
す
。そ

の
後
、防
水
工
事
を
施
し
て
も
浸

水
は
防
げ
ず
、そ
の
間
に
ウ
ラ
ン

廃
棄
物
を
入
れ
た
ド
ラ
ム
缶
の
腐

食
が
進
み
、倉
庫
内
が
汚
染
さ
れ

た
の
で
す
。低
レ
ベ
ル
放
射
性
廃

棄
物
の
保
管
で
す
ら
こ
の
体
た
ら

く
で
す
。万
年
単
位
の
隔
離
保
管

が
求
め
ら
れ
る
使
用
済
み
核
燃
料

（
高
レ
ベ
ル
廃
棄
物
）の
乾
式
キ
ャ

ス
ク
の
寿
命
は
た
か
だ
か
50
年
。

私
た
ち
の
想
像
を
絶
す
る
厄
介
な

危
険
物
で
あ
る
こ
と
を
認
識
す
べ

き
で
す
。

　

私
た
ち
は
2
0
0
3
年
、
福

井
県（
前
）知
事
に「
原
発
15
基
の

プ
ー
ル
に
2
6
0
0
ト
ン
の
使

用
済
核
燃
料
が
保
管
さ
れ
て
い

る
が
、プ
ー
ル
の
寿
命（
30
～
50

年
）
を
超
え
る
貯
蔵
も
認
め
る

の
か
」と
追
及
し
ま
し
た
。県
は

「
2
0
1
0
年
度
ま
で
に
は
解
決
さ

れ
る
と
考
え
て
い
る
」と
気
楽
に
回

答
し
ま
し
た
が
、20
年
を
経
過
し

た
現
在
、行
き
場
の
な
い
使
用
済

み
核
燃
料
は
4
2
0
0
ト
ン
に
ま

で
膨
れ
あ
が
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

先
の
6
月
福
井
県
議
会
で
杉
本

知
事
は「
中
間
貯
蔵
問
題
は
再
処

理
工
場
の
未
完
成
が
原
因
。早
期

完
成
を
政
府
全
体
と
し
て
取
り
組

む
こ
と
を
直
言
し
た
い
」と
発
言
し

ま
し
た
。し
か
し
、破
綻
し
た「
核
燃

サ
イ
ク
ル
」が
知
事
の
直
言
で
回

復
す
る
な
ど
あ
り
得
ま
せ
ん
。「
核

燃
サ
イ
ク
ル
」の
破
綻
の
現
状
を

理
解
で
き
て
い
る
政
権
側
の
政
治

家
は
ご
く
稀
で
す
。2
0
2
1
年
の

自
民
党
総
裁
選
で
高
市
・
岸
田
の

両
氏
は「
核
燃
サ
イ
ク
ル
を
止
め

の
増
も
地
方
交
付
税
交
付
金
と
相

殺
さ
れ
、期
待
通
り
に
は
ゆ
か
な

い
で
し
ょ
う
。原
発
を
15
基
も
誘
致

し
た
当
時
の
福
井
県
知
事
自
身
が

1
9
8
5
年
に「
原
発
で
地
域
振
興

は
で
き
な
か
っ
た
」と
議
会
で
告
白

し
ま
し
た
。さ
ら
に
90
年
代
に
は

立
地
町
と
県
が「
30
年
目
の
総
括
」

を
、2
0
1
0
年
に
は
県
立
大
学

経
済
研
究
所
が「
40
年
目
の
総
括
」

で
同
様
の
悔
悟
を
繰
り
返
し
て
き

て
い
ま
す
。

　

核
燃
料
税
の
多
く
も
、放
射
能

の
影
響
調
査
や
放
射
線
監
視
な
ど

核
施
設
が
存
在
す
る
た
め
に
必
要

と
な
る
仕
事
に
使
わ
れ
ま
す
。鹿

児
島
県
の
核
燃
料
税
の
使
途
明
細

を
見
る
と
、2
0
1
3
～
2
0
1
7

年
の
5
年
間
で
県
に
入
る
核
燃
料

税
の
総
額
21
・
2
億
円
の
う
ち
17
・

7
億
円（
83
％
）は
原
発
が
な
け
れ

ば
必
要
の
な
か
っ
た
仕
事
に
使
わ

れ
て
い
る
の
で
す
。

　【
山
崎
隆
敏
氏
】

〇
元
越
前
市
議
会
議
員
、若
狭
連

帯
行
動
ネ
ッ
ト
・
サ
ヨ
ナ
ラ
原
発
福

井
ネ
ッ
ト

〇
著
書　

『
な
ぜ「
原
発
で
若
狭
の
振
興
」は
失

敗
し
た
の
か
』（
白
馬
社
）

『
福
井
の
月
の
輪
熊
と
原
発
』（
八

月
書
館
）そ
の
他

る
と
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
が
積
み
あ
が

り
、日
米
原
子
力
協
定
を
は
じ
め

外
交
問
題
に
発
展
す
る
」な
ど
と

真
顔
で
説
明
し
ま
し
た
。「
核
燃
料

サ
イ
ク
ル
」が
破
綻
し
て
い
る
な

か
、「
再
処
理
だ
け
を
進
め
れ
ば
、プ

ル
ト
ニ
ウ
ム
が
積
み
あ
が
る
」と
い

う
負
の
ジ
レ
ン
マ
を
理
解
で
き
て

い
な
い
の
で
す
。

　

歴
代
の
福
井
県
知
事
は「
使
用

済
み
燃
料
の
県
外
移
転
は
国
と
の

約
束
」と
主
張
し
て
き
ま
し
た
。し

か
し
、高
浜
原
発
で
燃
や
さ
れ
た

Ｍ
Ｏ
Ｘ（
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
混
合
燃

料
）の
使
用
済
み
燃
料
は
、プ
ー
ル

の
寿
命
を
超
え
る
長
期
間
の
冷
却

が
必
要
で
当
初
か
ら
行
先
が
な

く
、高
浜
で
の
永
久
保
管
が
宿
命

づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。も
ち
ろ
ん
町

民
や
県
民
に
は
知
ら
さ
れ
て
い
ま

せ
ん
。実
は
Ｍ
Ｏ
Ｘ
燃
料
の
加
工
費

は
10
倍
と
高
く
、電
力
会
社
も「
核

燃
サ
イ
ク
ル
」の
破
綻
を
取
り
繕

う
た
め
の
見
せ
か
け
だ
け
で
本
格

的
に
や
る
気
は
な
い
の
で
す
。に
も

か
か
わ
ら
ず
、政
府
は「
Ｍ
Ｏ
Ｘ
燃

料
で
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
を
削
減
」な
ど

と
虚
勢
を
張
り
ま
す
。そ
も
そ
も

削
減
の
必
要
な
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
を
、

再
処
理
工
場
で
7
ト
ン
／
年
も
増

や
す
必
要
が
あ
る
で
し
ょ
う
か
。

　

最
後
に
、上
関
町
方
面
か
ら
は

中
間
貯
蔵
施
設
の
政
府
交
付
金
や

固
定
資
産
税
に
よ
る
収
入
増
を
期

待
す
る
声
も
聞
こ
え
て
き
ま
す
。

し
か
し
、政
府
交
付
金
で
一
時
的
に

財
政
が
膨
ら
ん
で
も
、そ
れ
は
未

来
永
劫
続
く
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。ま
た
、わ
ず
か
な
固
定
資
産
税

広島保険医新聞寄稿集
「原発よりも命の海を」

　2010年4月号から続く「原発よりも命
の海を」は、様々な視点から原発・環境
問題をみつめる連載です。寄稿集は、第
7号まで発刊しています。ご希望は協会
までご連絡ください。
広島県保険医協会　TEL082-262-5424  
FAX082-262-5427
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歯科点数等 Q＆A 医科点数等 Q＆A
Q1 通信画像情報活用加算は、訪問歯科衛生指導料（訪衛指）を算定した患者を
対象とするが、歯科衛生士が行う介護保険の居宅療養管理指導費（介護予防も
同様）を算定した患者も対象となるか。
A1 対象となります。この場合、歯科衛生士が行う居宅療養管理指導費または
介護予防居宅療養管理指導費を算定した年月日と、当該保険医療機関の歯科
医師が口腔内ビデオ画像を撮影できる装置を用いて口腔内等の状態を観察し
た旨をレセプト摘要欄に記載してください。

　※歯科点数表の解釈（2022年4月版、社会保険研究所、以下、青本）p186（事務連
絡令4.3.31「歯科」問7）

Q2 通信画像情報活用加算について、訪衛指の実施時に当該保険医療機関の歯
科医師が情報通信機器を用いて患者の口腔内の状態等を観察した日以降に、
やむを得ず当該患者が入院した場合は、当該加算の算定をどのように考えれ
ばよいか。
A2 観察日から6月以内に限り、算定できます。レセプト摘要欄にはその旨を記
載してください。

　※青本p186（事務連絡令4.3.31「歯科」問4）

（医学管理等）
Q1 診療情報提供料（Ⅰ）の算定にあたり、紹介先機関ごとに厚労省が定めた様
式またはこれに準じた様式の文書に必要事項を記載し、患者又は紹介先機関
に交付することとされている。時々、当院通院中の患者より別の機関（医療機
関や市営居宅介護支援事業者等）が作成した「診療情報の提供依頼書」の記載
を求められることがあるが、この様式に記載し患者に交付した場合でも診療
情報提供料（Ⅰ）の算定は可能か。
A1 患者が持参した「診療情報の提供依頼書」に記載し、患者に交付しただけで
は診療情報提供料（Ⅰ）の算定要件を満たさないため算定はできません。算定
するには、診療に基づき別の保険医療機関での診療の必要を認め、患者の同意
を得た上で診療状況を示す文書を添えて患者の紹介を行うこと、また、紹介先
機関ごとに定める様式またはこれに準じた様式の文書に必要事項を記載した
上で患者に交付する必要があります。

　前号に続き主な指摘事項を掲載します。下線を引いている指摘事項については、自主
返還が求められています。

【在宅医療】
・在宅患者診療・指導料について、次の不適切な例が認められたので改めること。
 ◇往診料
 　定期的ないし計画的に患家に赴いて診療したものについて算定している。
 ◇在宅患者訪問診療料（Ⅰ）
 　�訪問診療を行った日における当該医師の当該在宅患者に対する診療場所及び診療

時間について、診療録への記載が不十分である。
 ◇在宅時医学総合管理料
 　�在宅時医学総合管理料に規定する別に厚生労働大臣が定める状態にない患者につ

いて2イ（1）により算定している。
 ◇訪問看護指示料
 　訪問看護指示料について、訪問看護指示書を交付した日に算定していない。
・在宅療養指導管理料について、次の不適切な例が認められたので改めること。
 ◇在宅自己注射指導管理料
 　指導内容の要点について、診療録への記載が不十分である。
 　指導内容の要点について診療録への記載がない。
 　�在宅自己注射の指導内容を詳細に記載した文書を患者に交付する必要があることに

留意すること。
 ◇在宅酸素療法指導管理料
 　指導内容の要点について、診療録への記載が不十分である。

【検査・画像診断・病理診断】
・検査について、次の不適切な実施例が認められたので改めること。
 ◇算定要件を満たさない検査の実施例
 　外来迅速検体検査加算について、当日中に説明を行っていない。
 　�緑内障濾過手術後の患者であって、術後から1年を経過しているものに実施した前

房水漏出検査
 　時間外緊急院内検査加算について、検査の開始時間が該当しない。
 ◇呼吸心拍監視
 　�診療録に観察した呼吸曲線、心電曲線、心拍数のそれぞれの観察結果の要点の記載

がない又は不十分である。
 ◇内視鏡下生検法
 　�病理組織標本作製に準じるため、胃及び十二指腸は1臓器として算定するところ、2

臓器として算定している。
・画像診断について、次の不適切な例が認められたので改めること。
 ◇診療録に所見の記載がない。
 ◇算定要件を満たさない画像診断の実施例
 　時間外緊急院内画像診断加算について、画像診断の開始時間が該当しない。
・病理診断について、次の不適切な例が認められたので改めること。
 ◇病理組織標本作製
 　�「組織切片によるもの」について、胃及び十二指腸は1臓器として算定するとされて

いるが、2臓器として算定している。

【投薬・注射、薬剤料等】
・投薬・注射について、次の不適切な例が認められたので改めること。
 ◇特定疾患処方管理加算1
 　算定対象の疾患が主病でない患者について算定している。
 ◇特定疾患処方管理加算2
 　算定対象の疾患が主病でない患者について算定している。
 　算定対象となる主病以外の疾患に係る薬剤を28日以上処方して算定している。
 ◇一般名処方加算
 　一般名称で処方を行う必要があるが、商品名の記載となっている。

【リハビリテーション】
・疾患別リハビリテーションについて、次の不適切な例が認められたので改めること。
 ◇機能訓練の記録
 　�機能訓練の開始時刻及び終了時刻について診療録等に記載された時刻が実際の時

刻と異なっている。
 　例：開始時刻及び終了時刻が一律の時刻となっている。
・�リハビリテーション総合計画評価料1について、次の不適切な例が認められたので改
めること。
 ◇リハビリテーション総合実施計画書の記載内容に空襴がある。
 ◇�リハビリテーションが開始されてから評価ができる期間に達しているとは考え難

い場合で算定している。

【精神科専門療法】
・通院精神療法について、次の不適切な例が認められたので改めること。

 ◇診療の要点について診療録への記載が不十分である。
 ◇当該診療に要した時間について診療録への記載が不適切である。
・精神科訪問看護指示料について、次の不適切な例が認められたので改めること。
 ◇診療に基づかない精神科訪問看護指示書を交付している。

【処置】
・睫毛抜去について、次の不適切な例が認められたので改めること。
 ◇処置内容について診療録への記載が不十分である。
 ◇�抜去した睫毛が5～6本程度の「少数の場合」であるにもかかわらず、「多数の場合」と

して算定している。
・その他の処置について、次の不適切な例が認められたので改めること。
 ◇�鼻腔粘膜焼灼術と同日に、関連して行う同部位に対する鼻処置について算定してい

る。
 ◇皮膚科軟膏処置について、算定回数に誤りがある。
 ◇眼処置について、点眼及び洗眼のみで算定している。

Ⅱ管理・請求事務・施設基準等に係る事項
○診療報酬明細書の記載等
・診療報酬明細書の記載等について、次の不適切な例が認められたので改めること。
 ◇主傷病名ではない傷病名を主傷病名としている。
 ◇実際の診療録の内容と診療報酬明細書上の記載が異なる。
 　例：転帰、傷病名、診療開始日
 ◇�主傷病名と副傷病名を区別していない。（主傷病名に該当する傷病名が区別されて

いない。）
 ◇ＰＳＡの検査値について記載がない。
・�診療報酬の請求に当たっては、医師と請求事務担当者が連携を図り、適正な保険請求
を行うこと。また、診療報酬明細書を審査支払機関に提出する前に、医師自ら点検を十
分行うこと。

・摘要欄の記載について、次の不適切な例が認められたので改めること。
 ◇�在宅患者持続陽圧呼吸療法指導管理料について、直近の無呼吸低呼吸指数を記載し

ていない。

○掲示・届出事項等
・次の不適切な事項が認められたので改めること。
 ◇保険医療機関である旨の標示がない。
・掲示事項について、次の不適切な事項が認められたので改めること。
 ◇医科点数表第2章第10部手術の通則5及び6に掲げる手術の年間件数の掲示がない。
 ◇�明細書の発行状況に関する事項の掲示について、会計窓口に明細書の交付を希望し

ない場合の掲示がなく、患者の意向が確認できない。
 ◇施設基準に関する事項を掲示していない。
 　例：ニコチン依存症管理料、がん治療連携指導料、ＣＴ撮影及びＭＲＩ撮影
・�次の届出事項の変更が認められたので、速やかに中国四国厚生局指導監査課に届け出
ること。
 ◇保険医の異動（常勤・非常勤）
 ◇診療時間
 ◇診療科の追加

○管理・請求事務等に係るその他の事項
・�請求事務について、診療部門と医事会計部門との十分な連携を図り、適正な保険請求
に努めること。

・保険医は療養担当規則等の諸規則に習熟し、適正な保険診療に努めること。

○一部負担金等
・一部負担金の受領について、次の不適切な事項が認められたので改めること。
 ◇受領すべき者から受領していない。
 　例：追加で算定した場合に追加分の一部負担金を患者から徴収していない。

○診療録等
・�電子的に保存している記録の管理・運用について、次の不適切な例が認められたので
改めること。
 ◇「医療情報システムの安全管理に関するガイドライン第5.2版」に準拠していない。
 　運用管理規定を定めていない。
・�診療録の様式が、定められた様式（保険医療機関及び保険医療養担当規則様式第一号�
（一））に準じていないので改めること。��

○施設基準等
・�時間外対応加算2について、標榜時間外において、患者からの電話等による問い合わせ
に応じる対応者、緊急時の対応体制、連絡先等について、院内掲示、連絡先を記載した
文書の配布、診察券への記載等の方法により患者に対し周知すること。

2022年度 医科 個別指導・新規個別指導の主な指摘事項（その2）
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雇用問題等Ｑ＆Ａ
面接・雇用から
採用・退職まで
面接・雇用から
採用・退職まで◯188◯188

③
結
果
的
に
5
片
の
タ
ン
ポ
ン
が

残
存
し
て
い
た
。

　

な
お
、タ
ン
ポ
ン
は
時
間
の
経
過

と
と
も
に
完
全
に
1
本
で
は
な
く

切
れ
端
と
な
っ
て
残
存
し
て
い
た
。

〈
結
果
〉

　

医
療
過
誤
は
認
め
ら
れ
た
が
、医

療
機
関
側
が
誠
意
を
も
っ
て
謝
罪

し
た
と
こ
ろ
、患
者
が
賠
償
請
求
を

し
な
か
っ
た
た
め
、立
ち
消
え
解
決

と
み
な
さ
れ
た
。医
療
機
関
側
の
誠

意
あ
る
謝
罪
が
通
じ
た
稀
な
ケ
ー

ス
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。

（
30
歳
代
前
半
女
性
）

〈
事
故
の
概
要
と
経
過
〉

　

3
年
前
か
ら
ア
レ
ル
ギ
ー
性
鼻

炎
・
結
膜
炎
の
既
往
症
が
あ
り
、他

院
に
て
投
薬
等
で
治
療
を
受
け
て

い
た
。当
該
医
療
機
関
で
、ア
レ
ル

ギ
ー
性
鼻
炎
に
対
し
て
、ケ
ナ
コ

ル
ト
Ａ（
40
㎎
）1
Ａ
を
左
上
腕
に

皮
下
注
射
し
た
。そ
の
後
、患
者
は

ケ
ナ
コ
ル
ト
注
射
部
位
の
皮
膚
の

変
色
、軽
度
の
陥
凹
等
を
訴
え
て

受
診
し
て
き
た
。

　

患
者
側
は
ケ
ナ
コ
ル
ト
の
副
作

用
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
て
い
な

か
っ
た
と
休
業
損
害
等
、賠
償
請

求
し
て
き
た
。

　

医
療
機
関
側
と
し
て
は
、原
疾

患
で
あ
る
ア
レ
ル
ギ
ー
性
鼻
炎
・

結
膜
炎
は
投
薬
等
の
他
の
治
療
法

で
は
改
善
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と

を
確
認
し
た
上
で
、ケ
ナ
コ
ル
ト

を
使
用
し
た
も
の
で
適
応
が
あ

り
、副
作
用
に
つ
い
て
の
説
明
に

つ
い
て
は
記
憶
が
な
い
が
、医
療

過
誤
と
は
判
断
し
な
か
っ
た
。

　

紛
争
発
生
か
ら
解
決
ま
で
約
3

年
5
カ
月
間
要
し
た
。

〈
問
題
点
〉

　

診
断
に
問
題
は
な
い
。ケ
ナ
コ

ル
ト
の
適
応
に
関
し
て
も
、初
診

時
に
投
与
す
る
の
で
は
な
く
、再

度
、投
薬
等
で
様
子
を
み
る
こ
と

も
可
能
で
あ
っ
た
と
考
え
る
が
、

患
者
が
投
薬
等
で
効
果
が
な
か
っ

た
と
の
訴
え
を
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、ケ
ナ
コ
ル
ト
の
投
与
が
判
断

の
誤
り
で
あ
っ
た
と
は
断
言
で
き

な
い
だ
ろ
う
。事
後
処
置
と
し
て

も
、患
者
が
皮
膚
の
変
色
、軽
度
の

陥
没
等
を
訴
え
て
き
た
時
点
で
、

形
成
外
科
を
紹
介
し
て
い
る
の
で

問
題
は
な
い
。説
明
に
関
し
て
は
、

医
師
の
記
憶
が
曖
昧
で
あ
る
が
、

「
注
射
部
位
を
揉
む
な
」と
常
に
指

示
し
て
い
る
と
の
こ
と
だ
っ
た
。

た
だ
し
、ケ
ナ
コ
ル
ト
の
皮
下
注

射
は
、適
応
が
な
く
筋
肉
注
射
で

対
応
す
べ
き
で
あ
っ
た
。皮
下
注

射
は
危
険
で
あ
る
。し
た
が
っ
て
、

医
療
過
誤
は
認
め
ざ
る
を
得
な

か
っ
た
。

〈
結
果
〉

　

医
療
過
誤
が
第
三
者
的
に
指
摘

さ
れ
た
が
、医
療
機
関
側
が
、賠
償

責
任
を
負
う
ほ
ど
の
医
療
過
誤
は

な
い
と
患
者
側
に
主
張
す
る
こ
と

に
よ
り
、賠
償
請
求
が
途
絶
え
て

久
し
く
な
っ
た
の
で
、立
ち
消
え

解
決
と
見
做
さ
れ
た
。

（
40
歳
代
後
半
男
性
）

〈
事
故
の
概
要
と
経
過
〉　

　

慢
性
副
鼻
腔
炎
で
鼻
内
内
視
鏡

手
術
を
施
行
し
た
。約
2
年
半
後
、

受
診
し
た
際
、患
者
が
先
日
入
浴
中

に
左
鼻
か
ら
ガ
ー
ゼ
が
出
て
き
た

と
報
告
し
た
こ
と
か
ら
、術
中
あ
る

い
は
術
後
に
止
血
目
的
で
挿
入
し

た
タ
ン
ポ
ン
が
残
存
し
て
い
た
こ

と
が
判
明
。し
か
し
、精
査
を
行
わ

ず
、さ
ら
に
1
年
後
、患
者
が
鼻
を

か
ん
だ
際
に
2
㎝
、1
㎝
、1
・
5
㎝

の
3
枚
の
タ
ン
ポ
ン
の
切
れ
端
が

出
て
き
て
、診
察
時
に
ス
プ
レ
ー
の

麻
酔
を
使
用
し
て
左
鼻
か
ら
さ
ら

に
1
枚
除
去
し
た
。副
鼻
腔
の
Ｃ
Ｔ

は
撮
影
し
て
い
た
が
タ
ン
ポ
ン
の

残
存
は
確
認
で
き
ず
、頭
部
Ｃ
Ｔ
で

も
確
認
で
き
な
か
っ
た
。な
お
、患

者
は
右
・
左
と
も
副
鼻
腔
炎
が
増
悪

し
て
い
た
経
緯
が
あ
っ
た
。

　

患
者
側
は
、タ
ン
ポ
ン
が
残
存

し
て
い
た
た
め
に
副
鼻
腔
炎
が
増

悪
し
た
と
訴
え
、医
療
費
自
己
負

担
分
を
賠
償
し
て
ほ
し
い
と
の
こ

と
だ
っ
た
。

　

医
療
機
関
側
と
し
て
は
、タ
ン

ポ
ン
は
手
術
時
に
上
顎
洞
に
残
存

し
た
も
の
と
推
測
さ
れ
、左
副
鼻

腔
炎
が
増
悪
し
た
の
も
タ
ン
ポ
ン

残
存
が
原
因
と
考
え
ら
れ
る
。右

鼻
に
関
し
て
は
患
者
の
原
疾
患
で

あ
り
副
鼻
腔
炎
の
増
悪
と
因
果
関

係
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
が
、後

遺
障
害
も
残
ら
な
い
可
能
性
が
高

い
。使
用
し
た
タ
ン
ポ
ン
は
レ
ス
チ

キ
ン
2
本
と
ガ
ー
ゼ
5
本
×
2
で

計
12
本
で
あ
る
こ
と
は
カ
ル
テ
記

載
か
ら
確
認
さ
れ
た
が
、除
去
す

る
際
に
カ
ウ
ン
ト
し
た
形
跡
が
認

め
ら
れ
ず
、医
師
も
カ
ウ
ン
ト
し

た
記
憶
が
な
か
っ
た
。し
た
が
っ
て

医
療
過
誤
が
あ
っ
た
も
の
と
判
断

さ
れ
た
。

　

た
だ
し
、左
鼻
の
副
鼻
腔
炎
の

増
悪
と
タ
ン
ポ
ン
の
増
悪
の
因
果

関
係
が
完
全
に
あ
る
と
は
断
言

で
き
ず
、仮
に
残
存
が
な
く
て
も

10
％
程
度
は
再
発
す
る
可
能
性

が
あ
る
と
推
測
さ
れ
る
と
の
こ
と

だ
っ
た
。患
者
は
タ
ン
ポ
ン
残
存
後

も
手
術
の
必
要
は
な
く
薬
物
療
法

を
継
続
し
た
。

　

紛
争
発
生
か
ら
解
決
ま
で
約
4

年
2
カ
月
間
要
し
た
。

〈
問
題
点
〉

　

タ
ン
ポ
ン
の
残
存
に
関
し
て
は

以
下
の
点
か
ら
明
ら
か
な
医
療
過

誤
と
考
え
ら
れ
た
。

①
術
後
に
タ
ン
ポ
ン
を
カ
ウ
ン
ト

し
て
い
な
い
。も
し
く
は
そ
の
カ
ル

テ
記
載
が
な
い
。

②
患
者
が
残
存
を
訴
え
た
に
も
か

か
わ
ら
ず
精
査
を
し
な
か
っ
た
た

め
、残
存
を
見
逃
し
た
。

2
）に
、無
期
転
換
を
申
し
込
む
こ

と
が
で
き
る
旨（
無
期
転
換
申
込

機
会
）の
明
示
が
必
要
に
な
り
ま

す
。

③
無
期
転
換
後
の
労
働
条
件
の
明

示
　
「
無
期
転
換
申
込
権
」が
発
生
す

る
更
新
の
タ
イ
ミ
ン
グ
ご
と（
※

2
）に
、無
期
転
換
後
の
労
働
条
件

の
明
示
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　

現
在
、厚
生
労
働
省
H
P
に
て

モ
デ
ル
労
働
条
件
通
知
書
の
改
正

イ
メ
ー
ジ
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す

の
で
、そ
ち
ら
も
ご
参
照
く
だ
さ

い
。

（
※
1
）「
変
更
の
範
囲
」と
は
、将

来
の
配
置
転
換
な
ど
に
よ
っ
て
変

わ
り
得
る
就
業
場
所
・
業
務
の
範

囲
を
指
し
ま
す
。

（
※
2
）初
め
て
無
期
転
換
申
込
権

が
発
生
す
る
有
期
労
働
契
約
が
満

了
し
た
後
も
有
期
労
働
契
約
を
更

新
す
る
場
合
は
、更
新
の
た
び
に
、

今
回
の
改
正
に
よ
る
無
期
転
換
申

込
機
会
と
無
期
転
換
後
の
労
働
条

件
の
明
示
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

特
定
社
会
保
険
労
務
士　

白
鷺
克
憲

更
新
の
タ
イ
ミ
ン
グ
ご
と
に
、更

新
上
限（
有
期
労
働
契
約
の
通　

算
契
約
期
間
ま
た
は
更
新
回
数
の

上
限
）の
有
無
と
内
容
の
明
示
が

必
要
に
な
り
ま
す
。

≪
更
新
上
限
を
新
設
・
短
縮
す
る

場
合
の
説
明
≫

②
無
期
転
換
申
込
機
会
の
明
示

　
「
無
期
転
換
申
込
権
」が
発
生
す

る
更
新
の
タ
イ
ミ
ン
グ
ご
と（
※

　

2
0
2
4（
令
和
6
）年
4
月
よ

り
、労
働
条
件
明
示
の
ル
ー
ル
が

改
正
さ
れ
ま
す
。労
働
条
件
通
知

書
に
お
い
て
労
働
契
約
関
係
及
び

無
期
転
換
ル
ー
ル
の
明
確
化
を
す

る
為
、次
の
事
項
を
追
加
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

【
全
て
の
労
働
者
に
対
す
る
追
加

明
示
事
項
】

①
就
業
場
所
・
業
務
の
変
更
の
範

囲
の
明
示 

　

全
て
の
労
働
契
約
の
締
結
と
有

期
労
働
契
約
の
更
新
の
タ
イ
ミ
ン

グ
ご
と
に
、「
雇
い
入
れ
直
後
」の

就
業
場
所
・
業
務
の
内
容
に
加
え
、

こ
れ
ら
の「
変
更
の
範
囲
」（
※
1
） 

に
つ
い
て
も
明
示
が
必
要
と
な
り

ま
す
。

【
有
期
契
約
労
働
者
に
対
す
る
明

示
事
項
等
】

①
更
新
上
限
の
明
示

　

有
期
労
働
契
約
の
締
結
と
契
約

2
0
2
4（
令
和
6
）年
4
月
施
行

労
働
条
件
明
示
ル
ー
ル
の
改
正

　

雇
用
問
題
等
に
関
す
る
ご

質
問
・
ご
意
見
、読
ま
れ
て
の

ご
感
想
等
を
お
寄
せ
下
さ
い
。

ま
た
、白
鷺
先
生
へ
の
労
務
相

談
も
受
け
付
け
て
い
ま
す（
6

面
に
掲
載
）。詳
し
く
は
協
会

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

次
の
場
合
は
、更
新
上
限
を

新
た
に
設
け
る
、ま
た
は
短
縮

す
る
理
由
を
有
期
契
約
労
働

者
に
あ
ら
か
じ
め（
更
新
上
限

の
新
設
・
短
縮
を
す
る
前
の
タ

イ
ミ
ン
グ
で
）説
明
す
る
こ
と

が
必
要
に
な
り
ま
す
。

ⅰ 

最
初
の
契
約
締
結
よ
り
後

に
更
新
上
限
を
新
た
に
設
け

る
場
合

ⅱ 

最
初
の
契
約
締
結
の
際
に

設
け
て
い
た
更
新
上
限
を
短

縮
す
る
場
合

医
事
紛
争
事
例

医
事
紛
争
事
例

医
師
が
選
ん
だ

医
師
が
選
ん
だ

62

63

副
鼻
腔
に
タ
ン
ポ
ン
残

副
鼻
腔
に
タ
ン
ポ
ン
残

存
経
緯
説
明
し
謝
罪
で

存
経
緯
説
明
し
謝
罪
で

解
決
解
決

ケ
ナ
コ
ル
ト
の
皮
下
注

ケ
ナ
コ
ル
ト
の
皮
下
注

射
で
皮
膚
の
ト
ラ
ブ
ル

射
で
皮
膚
の
ト
ラ
ブ
ル

　

京
都
府
保
険
医
協
会
・
医
療
安
全
対
策
部
会

の
経
験
豊
富
な
担
当
理
事（
医
師
）が
数
あ
る

紛
争
事
例
の
中
か
ら
厳
選
し
た
事
例
で
構
成
。

　

本
書
に
掲
載
し
た
紛
争
事
例
は
、協
会
が
実

際
に
会
員
医
療
機
関
か
ら
の
相
談
に
対
応
し

た
も
の
で
あ
り
、か
つ
、医
療
現
場
に
お
い
て

特
に
注
意
す
べ
き
、あ
る
い
は
典
型
的
な
事
例

を
厳
選
。

医
事
紛
争
事
例
集

医
師
が
選
ん
だ
60
事
例

～
明
日
は
我
が
身広島協会会員価格

2,000円（税込・送料別）
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2
0
2
3
年
9
月
12
日（
火
）、

第
24
期
第
4
回
理
事
会
を
開
催
し

た
。

【
主
な
協
会
会
議
、行
事
等
の
報
告
】

・
第
24
期
第
3
回
理
事
会
の
決
定

事
項
の
確
認
。

・
協
会
行
事
、諸
会
議
討
議
内
容
、

報
告
事
項
の
確
認
。

・
保
団
連
関
係
・
そ
の
他
行
事
へ
の

参
加
報
告
。

・
新
聞
発
行
、共
済
、組
織
現
勢
の
報

告
。

【
協
議
事
項
】

①
当
面
の
医
療
運
動
等
に
つ
い
て

・
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
義
務
化
・

健
康
保
険
証
廃
止
問
題
に
つ
い
て
、

訴
訟
の
進
行
状
況
の
確
認
。医
療

機
関
へ
の
ト
ラ
ブ
ル
実
態
調
査
②

の
結
果
報
告
と
広
報
・
マ
ス
コ
ミ
取

材
の
報
告
。オ
ン
ラ
イ
ン
請
求
義

務
化
に
関
す
る
パ
ブ
コ
メ
募
集
へ

の
対
応
を
討
議
、決
定
。集
会
お
よ

び
学
習
会
へ
の
対
応
を
決
定
。

・
新
型
コ
ロ
ナ
公
費
負
担
等
に
関
す

る
要
望
に
つ
い
て
、要
望
書
提
出
を

決
定
。

・
主
治
医
意
見
書
等
に
関
す
る
傾

向
に
つ
い
て
討
議
。

・
歯
科
活
動
報
告
と
今
後
の
行
事

計
画
に
つ
い
て
討
議
、決
定
。

・
診
療
報
酬
引
き
上
げ
、患
者
負
担

軽
減
を
求
め
る
会
員
署
名
の
取
り

組
み
を
決
定
。

・
病
院
の
再
編
統
合
に
つ
い
て
、地

域
学
習
会
へ
の
講
師
派
遣
を
決
定
。

②
審
査・指
導
問
題
対
策

・
相
談
対
応
の
状
況
を
報
告
。

③
経
営
税
務

・
雇
用
対
策
の
研
究
会
に
日
程
等

を
決
定
。

・
保
団
連
中
国
ブ
ロ
ッ
ク
協
議
会
で

の
税
務
ア
ン
ケ
ー
ト
集
約
結
果
、

今
後
の
取
り
組
み
予
定
に
つ
い
て

確
認
。

④
広
報
文
化

・
広
島
保
険
医
新
聞
企
画
案
、主
張

テ
ー
マ
に
つ
い
て
討
議
、決
定
。

⑤
共
済

・
保
険
医
年
金
の
配
当
お
よ
び
適

用
利
率
に
つ
い
て
報
告
、確
認
。

・
休
保
制
度
の
給
付
審
査
。

⑥
総
務・財
政

・
資
料
保
存
に
つ
い
て
検
討
、引
き

続
き
検
討
し
て
い
く
こ
と
を
決

定
。

⑦
行
事・会
議
予
定

・
行
事
企
画
日
程
等
の
確
認
。

⑧
保
団
連
等
行
事
予
定

・
各
行
事
の
日
程
、出
席
者
等
を
確

認
。

⑨
そ
の
他

・
関
係
団
体
の
行
事
企
画
を
紹
介
。

税理士
☆助言者　松野 和生 税理士（松野和生税理士事務所）

山口県山口市黒川861-19山口県山口市黒川861-19
0 8 3 - 9 7 6 - 8 5 7 70 8 3 - 9 7 6 - 8 5 7 7

お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー

　

上
記
の
「
よ
ろ
ず
法
律�

税
務�

労
務
」
相
談
は
随
時
受
付
を
行
っ

て
い
ま
す
が
、
ご
相
談
の
希
望
日

時
に
つ
き
ま
し
て
は
各
助
言
者
の

都
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
事
前
に

必
ず
協
会
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

　

日
時
の
調
整
に
つ
い
て
は
協
会

で
行
う
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

「
よ
ろ
ず
法
律 

　税
務 

労
務
」相
談

　ご
利
用
に
つ
い
て

「
よ
ろ
ず
法
律 

　税
務 

労
務
」相
談

　ご
利
用
に
つ
い
て

月

木6

310 11

11
10

10

4
24

広島県保険医協会
Twitter

＠hokeni_info

　

斎
藤
幸
平
氏
の「
コ
モ
ン
の『
自

治
』論
」と
い
う
本
の
中
で「
戦
争
、

イ
ン
フ
レ
、気
候
変
動
。崖
っ
ぷ
ち

の
資
本
主
義
と
民
主
主
義
。こ
の
危

機
を
乗
り
越
え
る
に
は『
コ
モ
ン
』

（
社
会
的
共
通
資
本
）を
再
生
し
、そ

の
管
理
に
市
民
が
参
画
し
て
い
く

中
で『
自
治
』の
力
を
育
て
て
い
く

し
か
な
い
。」と
述
べ
て
い
る
。拙
著

「
医
療
は
政
治
…
」で
も
13
年
間
の

住
民
運
動
で
同
じ
結
論
に
至
っ
た

こ
と
が
分
か
っ
た
。�

（
Ｈ
Ｋ
）

編
集
後
記

新興感染症から3年半が経過
～身につけたい！医療人のための接遇講座～

薬剤関連顎骨壊死（MRONJ）の
歯科における対応と難抜歯攻略について

プライマリ・ケアで診る夜間頻尿
～夜間頻尿診療が生活習慣病、睡眠、

フレイルに与える大きな恩恵～
講師：鵜飼　昌子　氏

　　 メディカル接遇コンサルタント

日時：10月28日（土）15:00～17：00

場所：広島グランドインテリジェントホテル3F「光琳」

　　 広島市南区京橋町1-4

オンライン（ZOOM）でもご参加いただけるハイブ

リッドセミナーです。

会員の先生方には案内を郵送しています。参加ご希

望の方は、案内に沿ってお申し込みください。（申込

締切10月25日（水））

講師：武知　正晃　先生　

　　  独立行政法人国立病院機構呉医療センター

歯科口腔外科科長

日時：11月19日（日）10：00～11：30

　　 ※要事前申込（締切11月15日（水））

ZOOMアプリ（無料）を使用したオンラインセミ

ナーです。

詳細は後日、郵送でご案内します。

講師：梶原　充　先生
　　 県立広島病院泌尿器科主任部長
日時：10月29日（日）10:00～11：30
場所：広島グランドインテリジェントホテル2F「芙蓉」
　　 広島市南区京橋町1-4
オンライン（ZOOM）でもご参加いただけるハイブ
リッドセミナーです。
会員の先生方には案内を郵送しています。参加ご希
望の方は、案内に沿ってお申し込みください。（申込
締切10月25日（水））

　患者応対セミナー　 　歯科オンラインセミナー　　医科研究会　

診療報酬の大幅引き上げを求める
医師・歯科医師要請署名
ぜひご協力ください！
締切10月31日

すべての医療機関を守るため 

診療報酬の大幅引き上げを求める医師・歯科医師要請署名 
 
長年の低医療費政策の下で診療報酬のマイナス改定が繰り返され、疲弊していた医療現場

は、コロナ禍に直面し、さらに厳しい状況に晒されています。加えて、2022 年の物価は「前

年比３％上昇」「41 年ぶりの伸び」と報じられ、2023 年も上昇し続けています。感染症対策

等による経費増、医療材料をはじめとするあらゆる物品コストの上昇で、値上がり分を価格

転嫁できない保険医療機関は、非常に厳しい経営を強いられています。 
また、診療報酬が低く据え置かれている現状では、物価高騰に見合った賃金の引上げは到

底不可能であり、医療現場の人手不足、労働環境の悪化に拍車をかけています。 

国民皆保険制度の下、公的医療を提供する医療機関の経営を守り、国民が安全・安心の医

療を受けられる体制を維持することは国の責務です。 

医療提供体制を物的・人的双方の面で確保するためには、初・再診料や入院基本料等の基

本診療料を中心に、診療報酬を大幅に引き上げることが必要です。 

また、物価高騰は国民生活を困窮させ、高すぎる患者窓口負担によって受診抑制を招いて

います。必要な医療が受けられるよう、患者窓口負担を軽減すべきです。 

私たち医師・歯科医師は、以下の事項を要望いたします。 

 

記記  

 
一一  基基本本診診療療料料をを中中心心にに、、診診療療報報酬酬をを大大幅幅にに引引きき上上げげるるこことと  

  

一一  国国民民のの健健康康をを守守るるたためめ、、患患者者窓窓口口負負担担をを軽軽減減すするるこことと  

以以上上  

  

  

  

  

  

  

住住      所所：：  

医医療療機機関関名名：：  

氏氏      名名：：  

私の一言 

「
知
っ
ト
ク
パ
ン
フ
」の
ご
案
内

「
知
っ
ト
ク
パ
ン
フ
」は
社
会
保
障
の
負
担

増
が
続
く
中
で
困
っ
て
い
る
患
者
さ
ん
に

喜
ば
れ
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
で
す
。待
合
室
に

置
い
て
い
た
だ
く
な
ど
で
ご
活
用
く
だ
さ

い
。（
ご
注
文
は
協
会
事
務
局
ま
で
）


